
喜界町は「日本で
最も美しい村」連合
に加盟しています。
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シマの話題 ・・・・・・・・・・・・・P ７

Goodbye Adam,Hello Li ・・・・・・ P10

すこやかだよりすこやかだより・・・・・・・・・・・ P12

くらしの情報 ・・・・・・・・・・・・ P15

おおきくなあれ　他 ・・・・・・・・ P17

くらしのカレンダー　他 ・・・・・ P18

「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
！
ワ
ッ
シ
ョ
イ
！
」

　

〜
子
ど
も
に
負
け
ず
、

　
　

大
人
も
御み

こ
し輿

担
い
で
、
シ
マ
興
し
〜

表紙説明表紙説明
　台風 11 号の影響で一端中止となったミコシパレードが歩行者天国（商工会主催）の催し物として開催。今年

は趣向を変え、リレー形式で大人もミコシパレードに参加。子ども達以上に盛り上がる大人御輿が商店街を練

り歩き、活気に満ちあふれていた。

　表紙は、一般では唯一企業団体以外の参加となった来年厄年を迎える昭和 40 年生が御輿を担ぐ姿。

ＣＯＮＴＥＮＴＳ

喜界町夏祭り ・・・・・・・・・・・・ P ２

特集　加藤啓雄町長、勇退間近・・P ４

12世紀の喜界島で製鉄技術！ ・・・P ６

9
No.543



ちびっこ土俵入り 開会式の様子
二部個人戦ー優勝を懸けた一番

軍配はどちらに

男子の中に混じり、小学四年
の部準優勝―大喜弘奈さん 小学生団体戦１～３位独占の志戸桶 団体優勝の自衛隊Ａ

一般一部個人戦二連覇
の倉橋さん

喜界町喜界町

夏まつり夏まつり
　第 31回喜界町夏まつりは、台風 11号の影響を受け、一

部催し物の中止や日程変更をして開催された。

　８月４日の相撲大会は予定通り実施されたものの、５日

の綱引き、フネィンカー競漕、八月踊り、演芸ショーは中止

となった。

　４日開催予定だった歩行者天国は、ミコシパレード・踊り

パレードと同時開催で19日に、５日予定の花火大会は 16

日に開催された。部分開催となった夏祭りに、待ち焦がれた

多くの町民が歓声を挙げ、喜界の夏を大いに楽しんだ。

８８月月４４日 相撲大会日 相撲大会

８８月月1616日 花火大会日 花火大会

小
学
生
の
部

団
体
戦

　

 

一
位
志
戸
桶
Ｂ
・
二
位
志
戸
桶
Ａ
・

三
位
志
戸
桶
Ｃ

個
人
戦

四
年
生
の
部

　

 

一
位
加
島
優
太
・
二
位
大
喜
弘
奈
・

三
位
濱
田
豊
喜

五
年
生
の
部

　

 

一
位
照
賢
将
・
二
位
榮
健
生
・
三

位
梅
原
匠

六
年
生
の
部

　

 

一
位
米
田
康
人
・
二
位
西
真
生
・

三
位
米
田
健
人

一
般
の
部

団
体
戦

　

 

一
位
自
衛
隊
Ａ
・
二
位
上
嘉
鉄
盆

踊
り
・
三
位
役
場
重
量
級

個
人
戦

一
般
一
部

　

 

一
位
倉
橋
憲
司
・
二
位
久
保
博
樹
・

三
位
久
郁
弥

一
般
二
部

　

 

一
位
栄
光
広
・
二
位
野
間
弘
也
・

三
位
德
孝
則

相
撲
の
結
果

相
撲
の
結
果

2



これぞ男のミコシ 今年はウサギさんも担ぐ？ 勇壮なエイサーの舞

商店街に広がる踊りの輪 花良治みかんも練り歩く 主催の商工会も担ぎます

商店街に響き渡る太鼓の音 大好評抽選会はたくさんのひとだかり なんびきとれるかな

軽快な三味線の音色 見事な瓦割り 心を一つに～手話を披露

みんなで六調 見事な飾り付け
ヨロコンボー（左から 3人）と司会者

（右から２人）

８８月月1919日 歩行者天国・ミコシパレード・踊りパレード日 歩行者天国・ミコシパレード・踊りパレード
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■
生
い
立
ち

　

昭
和
９
年
、
加
藤
義
男
・
ウ
メ
夫
妻
の
一
人
息
子

と
し
て
生
ま
れ
る
。
父
親
は
、
町
の
一
大
転
機
と
な
っ

た
喜
界
村
・
早
町
村
合
併
当
時
の
議
員
を
務
め
る
な

ど
の
職
歴
を
持
ち
、
母
は
多
忙
な
夫
を
支
え
な
が
ら
、

育
児
だ
け
で
な
く
家
畜
の
世
話
、
農
業
な
ど
を
こ
な

し
て
い
た
。
祖
父
は
、
喜
界
島
出
身
と
し
て
初
め
て

と
な
る
大
阪
府
・
鹿
児
島
県
の
警
察
官
を
務
め
る
な

ど
の
経
歴
を
持
つ
。
周
囲
に
４・５
人
兄
弟
が
ざ
ら
に

い
た
時
代
、
町
長
は
独
り
っ
子
で
、
当
時
と
し
て
は

比
較
的
恵
ま
れ
た
家
庭
に
育
っ
た
。

　

昭
和
16
年
、湾
小
学
校（
現
喜
界
小
学
校
）に
入
学
。

当
時
は
戦
時
教
育
の
真
っ
最
中
で
、
毎
日
の
登
下
校

は
分
列
行
進
を
し
な
が
ら
学
校
へ
通
っ
た
り
、
戦
争

を
想
定
し
た
少
年
団
訓
練
に
強
制
参
加
さ
せ
ら
れ

た
り
、
爆
撃
で
で
き
た
穴
を
元
通
り
に
す
る
重
労
働

を
さ
せ
ら
れ
る
な
ど
、
授
業
に
な
ら
な
い
こ
と
も
多

か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
下
で
も
、
持
ち
前

の
忍
耐
強
さ
と
明
朗
活
発
な
性
格
で
、
先
生
の
信
頼

も
厚
く
、
何
度
か
級
長
を
任
せ
ら
れ
る
な
ど
、
聡
明

な
子
ど
も
で
あ
っ
た
。

　

昭
和
23
年
、
第
一
中
学
校
（
現
喜
界
中
学
校
）
に

進
学
。
相
撲
・
徒
競
走
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
は
、

運
動
神
経
を
買
わ
れ
、い
つ
も
選
手
に
選
ば
れ
て
い
た
。

　

昭
和
25
年
、
高
校
は
島
を
離
れ
、
鹿
児
島
県
立
名

瀬
高
等
学
校
（
現
奄
美
高
等
学
校
）
に
入
学
。
卒
業

後
は
農
業
技
術
員
や
農
家
を
養
成
す
る
大
島
農
業

研
究
指
導
所
に
勤
務
。農
業
技
術
の
基
礎
を
学
ん
だ
。

■
役
場
に
入
庁

　

昭
和
29
年
、
役
場
に
採
用
さ
れ
る
が
、
同
指
導

所
で
学
ん
だ
技
術
を
見
込
ま
れ
、
辞
令
後
10
日
で

県
立
果
樹
試
験
場
で
の
勤
務
を
命
じ
ら
れ
る
。
そ

こ
で
、
さ
ら
な
る
農
業
知
識
を
習
得
す
る
た
め
、

日
々
技
術
の
研
鑽
に
努
め
た
。

　

翌
30
年
、
役
場
に
再
採
用
。
経
済
課
の
農
業
技

術
員
と
し
て
配
置
。
同
課
で
は
、
米
、
麦
、
粟
、
大

豆
の
食
料
関
係
の
支
援
や
、
作
業
の
機
械
化
を
目

的
に
し
た
効
率
的
な
さ
と
う
き
び
の
生
産
技
術
の
導

入
、
国
の
モ
デ
ル
事
業
で
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
（
か
ん
き

つ
類
の
害
虫
）
や
ウ
リ
ミ
バ
エ
（
ス
イ
カ
、
ト
マ
ト
、

パ
パ
イ
ヤ
な
ど
の
害
虫
）
の
撲
滅
事
業
に
も
携
わ
る
。

　

昭
和
37
年
か
ら
の
８
年
間
、
鹿
児
島
県
か
ら
委

託
さ
れ
、
選
任
技
術
員
と
し
て
町
糖
業
振
興
の
指

導
に
あ
た
っ
た
。

　

当
時
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
農
家
は
栽
培
か
ら
加
工
ま

で
、
一
連
の
作
業
と
し
て
行
う
体
系
が
確
立
さ
れ
て

い
た
が
、
栽
培
と
加
工
を
分
け
る
農
工
分
離
の
き
っ

か
け
と
な
っ
た
生
和
糖
業
誘
致
に
も
着
手
し
た
。

さ
ら
に
、
町
を
二
分
し
て
い
た
生
和
糖
業
と
大
和

製
糖
二
社
の
合
併
を
国
に
要
請
、
陳
情
書
を
持
っ

て
直
談
判
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

■
若
く
し
て
課
長
へ

　

昭
和
50
年
、
こ
れ
ま
で
の
業
績
が
認
め
ら
れ
、

弱
冠
40
歳
で
経
済
課
長
に
大
抜
擢
。
今
ま
で
農
業

指
導
員
と
し
て
培
っ
た
指
導
力
を
生
か
し
手
腕
を

発
揮
す
る
。
同
課
で
は
、
奄
美
群
島
農
政
推
進
協

議
会
幹
事
会
会
長
を
委
任
さ
れ
、
さ
と
う
き
び
プ

ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
確
立
さ
れ
た
ハ
ワ
イ
で
研
修
視

察
を
経
験
、
最
新
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
農
業
体
系
を
学

ん
だ
。
町
長
の
経
済
課
在
職
年
数
は
30
年
に
及
び
、

知
識
、
経
験
、
指
導
力
に
お
い
て
、
ま
さ
に
農
業

分
野
の
専
門
家
で
あ
っ
た
。

　

昭
和
60
年
、
耕
地
課
長
に
任
命
さ
れ
る
。
喜
界

の
基
幹
作
物
で
あ
る
サ
ト
ウ
キ
ビ
栽
培
を
支
援
す

　今年10月４日の任期満了を迎えるにあたり、議会３月定例会で「今
期をもって退職したい」と、次期町長選には出馬しない考えを示し、勇退
を表明した加藤啓雄町長。
　今月の特集は、加藤町長の50年に及ぶ行政マンとしての足跡をたどる。

特 集
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る
地
下
ダ
ム
事
業
の
整
備
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
企

画
観
光
課
長
、
総
務
課
長
を
歴
任
。
平
成
７
年
、

定
年
退
職
を
迎
え
る
。
役
場
勤
務
年
数
40
年
の
う

ち
、
課
長
級
20
年
。
そ
の
資
質
を
早
く
か
ら
見
抜

か
れ
、
町
行
政
に
貢
献
し
た
。

■
期
待
さ
れ
再
び
行
政
へ

　

平
成
８
年
、
今
ま
で
町
の
農
業
発
展
に
寄
与
し

た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
喜
界
町
農
業
協
同
組
合
代

表
理
事
組
合
長
に
就
任
。
４
年
間
、
行
政
で
培
っ

た
農
業
技
術
と
指
導
力
で
農
協
再
建
に
尽
力
し
た
。

　

平
成
12
年
、
周
囲
の
期
待
を
背
負
い
町
長
選
に

初
出
馬
。
新
人
同
士
の
選
挙
戦
の
末
、「
地
下
ダ

ム
完
成
後
の
ソ
フ
ト
面
の
充
実
」
や
、「
自
然
環
境

を
守
る
役
割
を
担
う
町
づ
く
り
」
を
公
約
に
掲
げ
、

前
野
村
町
政
の
継
承
を
訴
え
た
結
果
、
加
藤
氏
が

初
当
選
し
た
。

　

平
成
13
年
、
町
長
に
就
任
し
た
加
藤
氏
は
所
信

表
明
で
「
農
業
立
島
」
構
想
を
引
き
継
ぐ
こ
と
を

表
明
。
町
民
の
期
待
を
背
負
い
、
加
藤
町
政
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
る
。

■
輝
か
し
い
功
績

　

就
任
後
ま
も
な
く
、
全
国
の
市
町
村
に
合
併
論

議
を
呈
し
た
「
平
成
の
大
合
併
」
が
あ
っ
た
。
国

は
市
町
村
合
併
特
例
法
を
改
正
し
、「
合
併
」
を

積
極
的
に
推
し
進
め
、
全
国
の
市
町
村
長
は
「
合

併
か
否
か
」の
決
断
を
迫
ら
れ
た
。
そ
こ
で
町
長
は
、

合
併
研
究
会
や
議
会
で
の
討
論
、
合
併
の
是
非
を

問
う
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
受
け
、「
町
民
の

正
し
い
判
断
力
に
委
ね
る
」
と
町
民
を
信
じ
、
合

併
し
な
い
こ
と
を
英
断
し
た
。

　

平
成
13
年
、
耐
用
年
数
が
過
ぎ
老
朽
化
し
た
旧

庁
舎
を
建
て
替
え
る
べ
く
、
新
庁
舎
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、平
成
16
年
に
建
設
に
着
手
。

平
成
18
年
、
町
民
念
願
の
新
庁
舎
が
完
成
し
た
。

　

平
成
14
年
、
町
の
上
水
道
は
石
灰
成
分
な
ど
が

多
く
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、「
町
民
全
て
に
良
質
な

水
の
提
供
を
し
た
い
」
と
い
う
町
長
の
願
い
も
あ
り
、

念
願
の
東
部
浄
水
場
が
完
成
。
同
浄
水
場
は
イ
オ

ン
交
換
膜
電
気
透
析
法
を
採
用
し
、
電
気
の
力
で

塩
分
・
石
灰
等
を
除
去
。
上
水
道
に
含
ま
れ
る
石

灰
が
基
準
値
以
下
と
な
り
、
良
質
な
水
の
提
供
が

行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
次
々
に
各
区
域

の
工
事
を
着
工
し
、
現
在
、
東
部
に
加
え
川
嶺
浄

水
場
、
南
部
浄
水
場
が
完
成
し
て
い
る
。

　

平
成
15
年
、
約
12
年
の
歳
月
と
約
４
３
６
億
円

（
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
含
む
）
を
投
じ
、
町
民
の
悲
願

で
あ
っ
た
「
地
下
ダ
ム
」
が
完
成
。
サ
ト
ウ
キ
ビ
等

の
収
量
の
安
定
と
品
質
の
向
上
を
図
っ
た
。

　

平
成
20
年
、行
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
。

人
員
の
定
数
減
や
保
育
所
の
民
営
化
な
ど
行
政
の

無
駄
を
排
除
し
、
財
政
の
健
全
化
を
進
め
た
。

　

平
成
24
年
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
答
申
を

受
け
、
喜
界
町
教
育
史
に
お
い
て
の
大
改
革
、
学

校
再
編
を
実
現
。
議
会
や
町
民
と
議
論
末
、
７
幼

稚
園
を
２
園
、
９
小
学
校
を
２
校
、
３
中
学
校
を

１
校
に
統
合
し
た
。

　

町
長
就
任
後
、
２
度
の
無
投
票
で
３
期
12
年

を
努
め
、「
農
業
立
島
」
を
町
政
の
指
標
に
掲
げ
、

喜
界
町
発
展
の
た
め
様
々
な
施
策
を
打
ち
出
し
、

町
民
の
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
提
唱
し
て
き
た
。

農
業
分
野
の
み
な
ら
ず
喜
界
島
の
主
要
な
事
業
に

貢
献
し
て
き
た
町
長
が
、
行
政
マ
ン
と
し
て
奮
闘

し
た
期
間
は
50
年
に
及
び
、
来
月
を
以
て
幕
が
下

ろ
さ
れ
る
。
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現地説明会には多くの町民が参加 出土した遺物

多数の製錬滓を発見した土坑 36 号

送
風
機

製鉄炉

排滓土坑
(土坑36)

防湿のため木炭
等を充填か。

炉
壁

想定される製鉄炉の構造

 記者会見の様子

溝状遺構

　

崩
リ
遺
跡
は
総
面
積
約
１
万
５
千

平
方
㍍
。
昨
年
度
か
ら
発
掘
調
査

が
始
ま
り
、
こ
れ
ま
で
に
縄
文
時
代

後
・
晩
期
の
も
の
と
さ
れ
る
堅
穴
状

遺
構
（
地
面
を
掘
り
下
げ
た
住
居
な

ど
）
約
40
基
や
、
他
に
類
例
の
な
い

埋
葬
状
態
を
示
す
中
世
（
12
世
紀
頃
）

の
土
坑
墓
（
地
面
に
穴
を
掘
っ
た
墓
）

２
基
な
ど
が
発
見
さ
れ
た
。
今
回
確

認
さ
れ
た
の
は
、
製
鉄
炉
の
炉
壁
と

炉
か
ら
流
れ
出
た
製
錬
滓
（
流
動

滓
）、
炉
内
に
残
っ
た
炉
内
残
留
滓
、

防
湿
の
た
め
に
炉
の
底
に
敷
か
れ
た

木
炭
粒
な
ど
。

　

教
育
委
員
会
に
よ
る
と
、
製
鉄
関

連
資
料
は
今
年
１
月
頃
、
検
出
さ
れ

た
溝
状
遺
構
と
土
坑
か
ら
出
土
。
さ

ら
に
２
月
、
城
久
遺
跡
群
出
土
遺
物

に
対
す
る
専
門
的
見
地
か
ら
の
調
査

の
た
め
に
来
島
中
で
あ
っ
た
愛
媛
大

学
東
ア
ジ
ア
古
代
鉄
文
化
研
究
セ
ン

タ
ー
長
村
上
恭
通
氏
か
ら
、
こ
の
溝

状
遺
構
か
ら
出
土
し
た
鉄て

っ
さ
い滓

（
鉄
を

生
産
･
加
工
す
る
際
に
生
じ
る
比
重

の
軽
い
鉄
･
鉄
く
ず
）
の
特
長
が

南
西
諸
島
各
地
で
発
見
さ
れ
て
い
る

鉄
滓
と
様
相
が
異
な
る
点
を
指
摘
さ

れ
、
重
要
性
を
認
識
。
同
セ
ン
タ
ー

長
指
導
の
下
、
調
査
を
継
続
し
た
。

そ
し
て
６
月
、
周
辺
の
土
坑
も
含
め

て
掘
り
下
げ
て
い
く
段
階
で
大
量
の

鉄
滓
が
出
土
し
た
。
７
月
８
〜
10
日

に
村
上
セ
ン
タ
ー
長
に
再
度
、
現
地

指
導
を
受
け
、
現
地
の
状
況
や
取
り

上
げ
済
み
の
鉄
滓
な
ど
を
実
見
し
て

も
ら
い
、
製
鉄
関
連
資
料
の
存
在
を

確
認
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
鉄
を
作

る
技
術
が
12
世
紀
に
存
在
し
、
砂
鉄

な
ど
の
原
料
か
ら
鉄
を
作
り
出
す
作

業
を
こ
の
「
崩
リ
遺
跡
」
で
行
っ
て

い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
た
。

　

多
く
の
遺
物
が
出
土
し
た
溝
状
遺

構
は
全
長
約
13
㍍
。
そ
の
延
長
上
に

土
坑
36
号
（
直
径
約
１
・
５
㍍
）、
土

坑
６
号
（
直
径
約
２
㍍
）
が
検
出
さ

れ
た
。
製
錬
滓
と
同
じ
場
所
か
ら
12

世
紀
頃
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
滑
石

製
品
が
出
土
し
時
代
を
特
定
し
た
。

　

調
査
し
た
同
セ
ン
タ
ー
長
村
上
氏

に
よ
る
と
、「
崩
リ
遺
跡
で
今
回
発

見
さ
れ
た
製
鉄
関
連
遺
構
・
遺
物
は

南
西
諸
島
に
お
い
て
初
め
て
の
検
出

例
と
な
っ
た
。
そ
の
時
期
は
12
世
紀

で
あ
り
、
す
で
に
著
名
と
な
っ
て
い

る
城
久
遺
跡
群
の
最
盛
期
と
重
な

り
、
喜
界
島
が
南
島
の
中
世
史
に
お

い
て
重
要
な
機
能
を
果
た
し
て
い
た

と
推
定
で
き
る
時
期
で
あ
る
。
今
回

は
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
極
め
て
重

要
な
発
見
」
と
い
う
。

　

町
埋
蔵
文
化
財
担
当
者
も
、「
12

世
紀
の
製
鉄
遺
跡
は
鹿
児
島
県
本
土

か
ら
沖
縄
ま
で
未
発
見
で
、
喜
界
島

で
鉄
を
作
る
技
術
が
伝
わ
っ
て
い
た

こ
と
は
歴
史
的
大
発
見
。
ま
た
最
近

の
調
査
で
、「
城
久
遺
跡
群
」
で
も

製
錬
を
推
測
さ
せ
る
出
土
品
も
発
見

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も

慎
重
に
調
査
し
て
い
き
た
い
。」
と

話
し
た
。

　

鉄
製
品
の
遺
物
で
は
崩
リ
遺
跡
内

で
墓
の
副
葬
品
と
し
て
12
世
紀
代
の

刀
子
が
１
点
、
城
久
遺
跡
群
内
で
は

刀
子
の
ほ
か
全
国
で
も
類
似
品
の
少

な
い
鎌
状
鉄
製
品
が
出
土
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
域
住
民
を
対
象
に
今
回

発
見
し
た
製
鉄
関
連
資
料
を
含
む
崩

リ
遺
跡
の
調
査
成
果
に
つ
い
て
現
地

説
明
会
を
開
催
。
約
90
人
の
参
加
者

が
あ
り
、
中
世
の
交
易
拠
点
と
し
て

の
役
割
を
担
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
喜

界
・
崩
リ
遺
跡
の
考
古
学
的
重
要
性

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　

教
育
委
員
会
は
今
後
、
木
炭
粒
な

ど
の
発
見
資
料
に
つ
い
て
も
年
代
測

定
の
科
学
分
析
を
す
る
予
定
。

　

町
教
育
委
員
会
は
７
月
26
日
、
昨
年
度
か
ら
継
続
し
て
調
査
を
行
っ
て

い
た
手
久
津
久
地
区
の
「
崩
リ
（
く
ず
り
）
遺
跡
」
で
、
12
世
紀
ご
ろ
か

ら
製
鉄
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
資
料
が
発
見
、
確
認
さ
れ
た
こ
と

を
発
表
し
た
。
南
西
諸
島
で
製
鉄
が
こ
の
時
代
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示

す
資
料
が
発
見
さ
れ
た
の
は
初
め
て
。

12
世
紀
の
喜
界
島
で
製
鉄
技
術
！
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叙勲伝達を受けた高岡さん（中）

最後はやっぱり六調

　

８
月
２
日
、
高
岡
敏
輝
さ
ん
に

内
閣
総
理
大
臣
か
ら
贈
呈
さ
れ
た

勲
六
等
旭
日
単
光
章
が
町
長
か
ら

伝
達
さ
れ
た
。

　

高
岡
さ
ん
は
喜
界
町
議
会
議
員

を
４
期
16
年
勤
め
、
在
任
期
間
中

は
常
任
委
員
会
の
委
員
長
を
任
さ
れ

る
な
ど
、
精
力
的
に
議
員
活
動
に
取

り
組
み
、
手
腕
を
発
揮
さ
れ
た
。
ま

た
議
員
を
永
年
務
め
た
と
し
て
、
平

成
６
年
大
島
郡
町
村
議
会
議
長
会

会
長
の
表
彰
、
平
成
11
年
鹿
児
島

県
町
村
議
会
議
長
会
会
長
の
表
彰
、

平
成
12
年
全
国
町
村
議
会
議
長
会

自
治
功
労
社
表
彰
も
受
け
て
い
る
。

　

叙
勲
に
対
し
高
岡
さ
ん
は
「
叙
勲

は
か
つ
て
な
い
喜
び
。
こ
の
年
ま
で

元
気
だ
っ
た
か
ら
受
け
る
こ
と
が
出

来
た
。
本
当
に
長
生
き
し
た
甲
斐

が
あ
っ
た
。
皆
さ
ん
に
感
謝
し
た
い
」

と
述
べ
た
。

高
岡
敏
輝
さ
ん
に

　
　
　
　

旭
日
単
光
章
叙
勲

　

喜
界
徳
州
会
病
院
（
藤
田
安
彦

院
長
）
は
７
月
22
日
、
第
４
回
「
病

院
祭
」
を
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
で

開
催
し
た
。

　

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
場
内
で

は
藤
田
院
長
の
「
熱
中
症
対
策
」
に

つ
い
て
の
講
演
や
、
喜
界
島
う
る
ま
エ

イ
サ
ー
を
は
じ
め
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
島

唄
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
多
彩
な
出
し

物
で
賑
わ
っ
た
。
ま
た
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
や
体
脂
肪
率
や
推
定
骨
量
な

ど
を
測
る
体
組
織
測
定
な
ど
も
あ
っ

た
。

　

相
良
長
亨
実
行
委
員
長
は
「
祭

り
は
地
域
に
還
元
す
る
こ
と
が
目
的

で
、
安
価・無
利
益
で
販
売
し
て
い
る
。

今
回
は
健
康
維
持
を
テ
ー
マ
に
医
療

講
演
も
企
画
し
た
。
医
療
に
つ
い
て

考
え
て
欲
し
い
」
と
語
っ
た
。

第
４
回
喜
界
徳
州
会
病
院
祭

シマの話題 Topics in KIKAIJIMA

　

ひ
ま
わ
り
祭
り
が
７
月
21
日
及

び
８
月
17
日
、
ひ
ま
わ
り
第
一
・

第
二
保
育
園
（
久
保
一
也
園
長
）

園
庭
に
て
開
催
さ
れ
た
。

　

園
児
ら
は
、
職
員
手
作
り
の
ミ

コ
シ
を
担
ぎ
な
が
ら
元
気
な
声
で

「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
・
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」
と

園
庭
を
練
り
回
っ
た
「
み
こ
し
パ

レ
ー
ド
」
を
皮
切
り
に
、
ク
ラ
ス

に
分
か
れ
、
こ
の
日
に
向
け
て
一

生
懸
命
練
習
し
た
ダ
ン
ス
を
披
露
。

成
長
し
た
我
が
子
の
微
笑
ま
し
い

ダ
ン
ス
に
保
護
者
も
思
わ
ず
笑
顔

が
こ
ぼ
れ
て
い
た
。

　

ま
た
職
員
の
出
店
も
あ
り
、
園

児
ら
は
各
々
の
目
的
の
場
所
で
行

列
を
作
っ
て
い
た
。
久
保
園
長
は

「
子
供
達
を
主
体
と
し
た
夏
祭
り
が

で
き
な
い
か
と
考
え
、
毎
年
開
催

し
て
い
る
。
お
か
げ
で
３
回
目
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

い
つ

か
卒
園

児
も
招

待
し
、

さ
ら
に

盛
大
に

開
催
し

た
い
」

と
語
っ

た
。

　

７
月
24
日
、
ス
ギ
ラ
ビ
ー
チ
周
辺

で
「
日
本
一
周
」
と
書
か
れ
た
旗
を

掲
げ
、自
転
車
で
走
行
す
る
青
年
（
松

山
周
世
さ
ん
：
長
野
県
飯
山
市
出

身
（
27
歳
））に
遭
遇
。
話
を
聞
く
と
、

一
昨
年
の
６
月
、
長
野
県
を
出
発
し
、

北
海
道
ま
で
辿
り
つ
い
た
後
、
日
本

海
側
を
中
心
に
南
下
し
続
け
、
つ
い

に
鹿
児
島
・
喜
界
島
へ
廻
り
つ
い
た
と

の
こ
と
。

　

松
山
さ
ん
は
「
自
転
車
と
旅
好
き

が
高
じ
、
世
界
一
周
を
し
た
。
世
界

を
巡
っ
た
後
、
今
度
は
日
本
を
も
っ
と

知
り
た
く
な
っ
た
。
ま
た
、
父
も
若

い
頃
自
転
車
で
日
本
一
周
を
し
た
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、こ
の
旅
を
始
め
た
。

困
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
人

と
の
出
会
い
が
楽
し
み
。
喜
界
島
で

も
ダ
イ
ビ
ン
グ
を
体
験
で
き
た
。夢
は
、

「
や
り
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
の

で
、一つ
で
も
減
ら
す
こ
と
」
と
語
っ
た
。

ゴ
ー
ル
は
今
年
の
10
月
頃
予
定
。

　

先
山
（
都
廣
男
区
長
）・
滝
川
（
嶺

倉
克
巳
区
長
）・
志
南
集
落
（
松
岡

博
忠
区
長
）
で
こ
の
ほ
ど
、
宝
く
じ

助
成
金
を
利
用
し
備
品
を
購
入
し

た
。
抽
選
で
選
ば
れ
た
３
集
落
は
必

要
な
備
品
を
揃
え
、
今
後
各
集
落
民

の
た
め
、
各
行
事
等
で
利
用
さ
れ
る
。

各
集
落
で
購
入
し
た
備
品
は
以
下
の

通
り

先
山
集
落

会
議
用
テ
ー
ブ
ル
・
カ
ラ
オ
ケ
シ
ス

テ
ム
・
エ
ア
コ
ン
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

ス
テ
ィ
ッ
ク
・
テ
レ
ビ
台
な
ど
総
額

１
６
０
万
円

滝
川
集
落

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
・
テ
レ
ビ
・
机
・
椅

子
・
三
味
線
・
六
調
太
鼓
・
草
刈
り
機
・

回
転
黒
板
・
な
ど
総
額
１
８
０
万
円

志
南
集
落

グ
ラ
ン
ド
水
銀
灯
・
提
灯
コ
ー
ド
・

ワ
イ
ヤ
レ
ス
ア
ン
プ
・
太
鼓
・
掲
示
板
・

液
晶
テ
レ
ビ
な
ど
総
額
１
９
０
万
円

　

こ
の

事
業
は

宝
く
じ

の
収
益

金
で
運

営
さ
れ

て
い
る
。

ひ
ま
わ
り
祭
り
開
催

 

〜
ひ
ま
わ
り
第
一
・

　
　
　
　
　

第
二
保
育
園 

〜

父
が
果
た
し
た

　
　

自
転
車
日
本
一
周
の
旅

宝
く
じ
助
成
金
で

　
　
　
　

備
品
購
入
３
集
落
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試合会場で記念撮影

決勝で先発出場し流れを作った
嶺投手兼監督

優勝した湾集落メンバー

左から藤原くん、萩原くん、
上園田さん

Topics in KIKAIJIMA
　

第
８
回
集
落
対
抗
野
球
が
７
月

22
・
29
日
、
喜
界
町
野
球
連
盟
（
嶺

田
一
成
会
長
）
主
催
に
よ
り
町
総
合
グ

ラ
ウ
ン
ド
、
荒
木
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
会
場

と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
大
会
は
各

集
落
と
各
世
代
の
融
合
と
連
携
を
図

る
目
的
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

各
集
落
か
ら
11
チ
ー
ム
（
20
代
・

30
代
・
40
代
が
常
時
３
人
ず
つ
出
場
）

が
参
加
し
、
集
落
の
期
待
と
威
信
を

懸
け
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　

決
勝
は
志
佐
Ａ
、赤
連
に
勝
利
し
た

「
湾
」
と
、
小
野
津
、
志
佐
Ｂ
に
勝
利

し
た
「
上
嘉
鉄
Ａ
」
と
で
行
わ
れ
た
。

　

湾
は
２
回
、
二
塁
打
と
適
時
打
で

１
点
を
先
取
す
る
と
、
続
く
３
回
、
三

塁
打
と
適
時
打
で
２
点
を
加
え
試
合

を
決
め
た
。
結
果
は
４
―
０
で
湾
が

勝
利
し
、
大
会
３
連
覇
を
達
成
し
た
。

　

熱
戦
を
制
し
た
湾
チ
ー
ム
嶺
監
督

は
「
本
当
に
優
勝
す
る
と
は
思
わ
な

か
っ
た
。
無
欲
の
勝
利
。
試
合
に
出

湾
集
落
が
三
連
覇
達
成

〜
集
落
対
抗
野
球
大
会
〜

て
い
る
９
人
と
ベ
ン
チ
に
い
る
選
手
が

一
体
と
な
っ
て
戦
い
、
チ
ー
ム
の
「
和
」

を
感
じ
た
」
と
話
し
た
。

　

少
林
寺
拳
法
鹿
児
島
県
大
会
が
７

月
15
日
、
鹿
児
島
ア
リ
ー
ナ
に
て
開

催
さ
れ
、
鹿
児
島
喜
界
島
道
院
拳
友

会
の
11
人
を
は
じ
め
、
各
道
院
か
ら

約
３
０
０
人
の
少
林
寺
拳
士
が
参
加

し
、
各
道
院
の
名
誉
と
己
の
修
練
の

た
め
成
果
を
競
っ
た
。

　

拳
士
達
は
広
い
会
場
を
前
に
緊

張
し
た
面
持
ち
を
隠
せ
な
か
っ
た
が
、

日
々
の
厳
し
い
練
習
に
よ
り
培
わ
れ

た
自
信
を
胸
に
試
合
に
臨
ん
だ
。

　

中
学
黒
帯
組
演
武
に
出
場
し
た
市

山
峻
平
く
ん
は
「
本
番
で
は
う
ま
く

い
か
な
い
部
分
も
あ
っ
た
け
ど
、
今
ま

で
で
最
高
の
演
武
が
で
き
た
。
全
力

を
出
し
切
っ
て
、
賞
ま
で
取
る
こ
と
が

で
き
て
嬉
し
い
」
と
感
想
を
述
べ
た
。

　

今
回
の
大
会
に
つ
い
て
界
田
道
院

長
は
「
今
大
会
は
上
位
入
賞
者
が
多

く
、
拳
士
の
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
た
こ
と

を
実
感
で
き
た
。
し
か
し
本
来
は
賞

を
取
る
こ
と
で
な
く
人
づ
く
り
が
目

的
。
こ
れ
を
機
に
さ
ら
に
練
習
に
励
ん

で
ほ
し
い
。」
と
語
っ
た
。

　

受
賞
者
は
以
下
の
通
り

 

少
年
白
帯
単
独
演
武
優
秀
賞

　

橋
本
道
（
赤
連
）

中
学
茶
帯
単
独
演
武
最
優
秀
賞　

　

吉
原
丈
一
郎
（
小
野
津
）

中
学
黒
帯
組
演
武
最
優
秀
賞

　

市
山
峻
平
（
湾
）・
竹
内
真
功
（
湾
）

親
子
組
演
武
最
優
秀
賞

　

八
木
碧
佑・敏
文（
赤
連
）（
敬
称
略
）

　

組
演
武
で
出
場
し
た
市
山
・
竹
内

組
、
八
木
組
は
12
月
２
日
に
横
浜
市

で
行
わ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
す
る
。

　

鹿
児
島
県
中
学
校
総
合
体
育
大

会
（
県
中
学
校
体
育
連
盟
主
催
）

が
７
月
22
日
、
鹿
児
島
市
の
県
立

鴨
池
陸
上
競
技
場
で
開
催
さ
れ
た
。

喜
界
中
か
ら
は
大
島
地
区
総
体
を

勝
ち
抜
い
た
男
子
11
人
、
女
子
10

人
が
出
場
し
た
。

　

陸
上
競
技
で
は
藤
原
龍
太
郎
く

ん
（
塩
道
）
が
男
子
共
通
砲
丸
投
げ

（
11
㍍
40
）
で
優
勝
。
萩
原
望
夢

く
ん（
塩
道
）が
共
通
８
０
０
ｍ
（
２

分
05
秒
57
）
で
４
位
入
賞
。
上
園

田
千
秋
さ
ん
（
赤
連
）
も
女
子
共

通
砲
丸
投
げ
（
10
㍍
09
）
４
位
入

賞
と
、
３
人
が
入
賞
を
果
た
し
た
。

　

男
子
共
通
砲
丸
投
げ
で
見
事
優

勝
し
た
藤
原
く
ん
は
「
地
区
総
体

終
了
後
か
ら
足
腰
の
強
化
の
た
め
、

短
距
離
練
習
を
集
中
的
に
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
県
大
会
で
郡
記
録
を

40
㌢
も
更
新
で
き
て
、
と
て
も
嬉
し

か
っ
た
。」
と
感
想
を
述
べ
た
。

　
「
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
Ｌ
８
０
０ga

Ｌ

Ｉ
Ｖ
Ｅtropicalour

12
」（
主
催
：

喜
界
町
職
員
労
働
組
合
（
英
憲
仁

委
員
長
））
が
８
月
８
日
、
フ
ァ
ン

キ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
サ
バ
ニ
に
お

い
て
開
催
さ
れ
、
約
３
０
０
人
が

Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
Ｌ
８
０
０
（
以
下
モ

ン
パ
チ
）
の
ラ
イ
ブ
に
熱
狂
し
た
。

ラ
イ
ブ
開
催
は
５
年
ぶ
り
。

　

当
日
は
サ
バ
ニ
前
に
ラ
イ
ブ
を
楽

し
み
に
し
て
い
る
観
客
の
長
蛇
の
列
が

で
き
、
遠
く
は
岡
山
市
か
ら
も
熱
狂

的
フ
ァ
ン
が
駆
け
つ
け
た
。
今
回
の
ラ

イ
ブ
に
つ
い
て
モ
ン
パ
チ
は
「
観
に
来

て
く
れ
る
お
客
さ
ん
だ
け
で
な
く
自

分
た
ち
も
、
み
ん
な
と
一
体
と
な
っ
て

楽
し
み
た
い
」
と
語
っ
た
。

　

集
ま
っ
た
約
３
０
０
人
の
観
客
は

モ
ン
パ
チ
の
魂
を
揺
さ
ぶ
る
音
楽
で
、

熱
い
喜
界
の
夏
を
過
ご
し
た
。

鹿
児
島
県
大
会
で
健
闘

〜
少
林
寺
拳
法
鹿
児
島

　
　
　
　
　

喜
界
島
道
院
〜

喜
界
中
陸
上
部
・

　

県
中
学
総
体
で
３
人
入
賞

　
　
　
　

〜
藤
原
く
ん
は
Ｖ
〜

M
O
N
G
O
L
８
０
０

　
　
　

〜
喜
界
で
ラ
イ
ブ
〜
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税務課からのお知らせ
『税で創る、あかるい未来』
　10月1日は、
　国民健康保険税第３期の 納付期限です。
納期内に納めましょう。
　その他、税についてご相談があるときは
お気軽に税務課までお寄りください。

的に狙いを定める里さん

　

モ
ン
パ
チ
は
沖
縄
県
出
身
で
男

性
３
人
組
の
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
。
平

成
13
年
に
リ
リ
ー
ス
さ
れ
た
ア
ル

バ
ム
『
M
E
S
S
A
G
E
』
が
、

オ
リ
コ
ン
チ
ャ
ー
ト
で
首
位
を
獲

得
し
、
そ
の
後
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ

と
し
て
は
前
代
未
聞
と
な
る
約

３
０
０
万
枚
を
売
り
上
げ
、
話
題

を
呼
ん
だ
。
琉
球
愛
を
テ
ー
マ
と

し
た
曲
が
多
く
、代
表
曲
に
は
「
小

さ
な
恋
の
う
た
」
な
ど
が
あ
る
。

　

坂
嶺
の
里
安
九
郎
さ
ん
（
大
正

13
年
生
・
88
歳
）
は
７
月
、
鹿
児

島
県
弓
道
連
盟
（
山
下
三
ヶ
十
会

長
）
が
主
催
す
る
四
段
の
試
験
に

臨
み
、
見
事
昇
段
し
た
。

　

里
さ
ん
は
82
歳
の
時
、
公
民
館

講
座
で
受
講
し
た
こ
と
を
機
に
弓

道
を
始
め
る
。
倉
本
禎
彦
さ
ん
や

祷
勇
さ
ん
な
ど
の
指
導
の
下
、
毎

日
１
時
間
程
度
の
練
習
を
続
け
、

試
験
に
臨
ん
だ
。

　

指
導
し
た
祈
さ
ん
は
「
里
さ
ん

は
非
常
に
熱
心
な
人
。
高
い
目
標

を
掲
げ
、
夢
に
向
か
っ
て
毎
日
稽

古
を
し
て
い
た
。
射
も
力
み
が
な

く
軽
妙
な
離
れ
が
で
き
る
」
と
賞

賛
し
た
。

　

里
さ
ん
は
、
坂
嶺
で
子
供
達
に

27
年
間
、
剣
道
の
指
導
を
行
っ
て

き
た
。
剣
道
は
す
で
に
四
段
に
昇

段
し
て
お
り
、
弓
道
で
も
同
じ
四

段
を
目
標
に
し
て
き
た
。
弓
道
を

続
け
る
理
由
は
「
心
身
の
鍛
練
と

同
世
代
へ
の
励
ま
し
」
と
語
る
里

さ
ん
。
次
に
掲
げ
た
目
標
は
、「
少

し
で
も
永
く
弓
道
を
す
る
こ
と
」

　

里
さ
ん
は
「
体
の
動
く
限
り
、

自
分
自
身
の
健
康
維
持
の
た
め
毎

日
稽
古
し
、
自
分
の
頑
張
る
姿
を

見
て
、
多
く
の
高
齢
者
の
励
み
に

な
れ
ば
」
と
語
る
。

　

明
治
期
に
作
成
さ
れ
た
「
喜
界
島

各
村
地
理
表
」
が
こ
の
ほ
ど
、
北
海

道
ア
イ
ヌ
民
俗
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

に
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。
同
地
理
表
は
、
明
治
政
府

が
明
治
４
年
に
全
国
一
律
の
戸
籍
を

作
る
準
備
を
進
め
る
た
め
、
戸
籍
法

を
制
定
し
、「
大
区
」「
小
区
」
に
区

分
し
た
「
大
区
小
区
制
」
を
定
め

た
。
そ
れ
に
よ
り
喜
界
島
30
村
を
６

シマの話題

小
区
に
区
分
し
、
喜
界
島
の
人
口
や

年
間
物
産
出
来
高
な
ど
を
記
し
て
い

る
。
ま
た
、こ
の
制
度
は
郡
区
町
村
制

（
１
８
７
８
年
）
の
施
行
と
と
も
に

廃
止
さ
れ
た
。

　

同
地
理
表
は
同
セ
ン
タ
ー
所
蔵
の

山
田
秀
三
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、

同
セ
ン
タ
ー
職
員
が
瀬
戸
内
町
立
図

書
館
と
地
元
研
究
会
に
照
会
し
明
ら

か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
鹿
児
島
県
喜

界
島
支
庁
（
現
鹿
児
島
県
大
島
支

庁
喜
界
事
務
所
）
の
用
紙
に
記
入
さ

れ
て
お
り
、
同
支
庁
が
明
治
11
、
12

年
に
か
け
て
喜
界
島
を
調
査
、
作
成

し
た
と
見
ら
れ
る
。
同
セ
ン
タ
ー
職

員
に
よ
る
と
「
山
田
秀
三
は
ア
イ
ヌ

語
地
名
の
研
究
者
で
文
庫
の
９
割
が

北
海
道
や
東
北
の
資
料
。
そ
の
中
に

な
ぜ
か
喜
界
島
の
資
料
が
入
っ
て
お

り
入
手
経
路
は
不
明
」
と
語
る
。

　

同
地
理
表
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
に

つ
い
て
喜
界
島
郷
土
研
究
会
上
原
慶

三
郎
会
長
は
「
当
時
の
各
集
落
の
人

口
、
畑
、
家
畜
な
ど
細
か
い
状
況
ま

で
分
か
る
非
常
に
貴
重
な
も
の
。
こ
こ

ま
で
詳
し
く
書
か
れ
た
資
料
は
初
め

て
。
確
認
さ
れ
た
と
き
は
大
変
驚
い

た
。
喜
界
島
の
歴
史
を
よ
り
詳
し
く

研
究
す
る
材
料
と
な
る
」
と
語
っ
た
。

　

現
在
、
喜
界
町
図
書
館
で
写
真
撮

影
さ
れ
た
資
料
が
所
蔵
さ
れ
、
貸
出

用
に
複
製
さ
れ
た
資
料
が
あ
る
。
詳

し
く
は
図
書
館
ま
で
。

℡
65
―
０
９
６
２

　

小
野
津
盆
ま
つ
り
２
０
１
２
（
小

野
津
青
年
団
主
催
）
が
８
月
14
日
、

小
野
津
港
周
辺
で
開
催
さ
れ
た
。

　

最
初
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
台
風
11

号
に
よ
り
夏
ま
つ
り
で
は
中
止
と
な
っ

た
フ
ネ
ィ
ン
カ
ー
競
漕
。
東
京
か
ら

帰
省
し
参
加
し
た
高
田
和
希
く
ん

（
小
６
）
が
「
小
野
津
魂
で
頑
張
り

ま
す
」
と
選
手
宣
誓
を
し
、
レ
ー
ス

が
開
始
さ
れ
た
。
地
元
と
帰
省
者
を

含
め
た
親
戚
を
中
心
に
チ
ー
ム
編
成

さ
れ
、
８
チ
ー
ム
で
優
勝
を
争
っ
た
。

子
供
の
参
加
も
多
く
、
大
人
と
一
体

と
な
り
一
生
懸
命
ゴ
ー
ル
を
目
指
し

た
。
優
勝
は
見
事
な
櫂
さ
ば
き
を
魅

せ
た
地
元
チ
ー
ム「
シ
ー
マ
ス
タ
ー
ズ
」

に
決
定
し
た
。

　

夜
の
部
は
、
小
野
津
方
言
バ
ー
ジ
ョ

ン
の
「
ラ
ジ
オ
体
操
」
か
ら
始
ま
り
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
川

畑
さ
お
り
・
長
島
稔
シ
ョ
ー
な
ど
多

彩
な
催
し
物
が
あ
っ
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
最
後
に
は
、
八
月
踊
り
、
盆
踊
り
、

定
番
の
六
調
で
締
め
、
参
加
者
は
小

野
津
の
真
夏
の
夜
を
楽
し
ん
だ
。

87
歳
で
弓
道
四
段
合
格

〜
坂
嶺
・
里
安
九
郎
さ
ん
〜

喜
界
島
地
理
表
が
現
存　

　

〜
現
在
北
海
道
で
保
管
〜

小
野
津
盆
ま
つ
り
２
０
１
２

〜
今
年
唯
一
の

　
　
　

フ
ネ
ィ
ン
カ
ー
競
漕
〜

9　Kikai Public Relations 2012.9



Ｇｏｏｄｂｙｅ  Ａｄａｍ， Ｈｅ ｌ ｌ ｏ  Ｌ ｉ

　３年間ＡＬＴとして喜界島の子供達に英語を教え、自身も民謡など島の様々な文化に触れ、すっかり島にとけ込んだ
アダム・ゴルダーさん。そしてアダムさんの交代で喜界島に来たウィンウィット・李さん。その二人を掲載します。
  ＊ＡＬＴ：Assistant　Language　Teacher　の略で、外国語指導助手のこと

　私の出身はアメリカのボストンです。
　ボストンは長い歴史のある大きな都市で世界的に有名です。ボストンの人は地元のスポーツチームを誇りに思っています。私は、野球チームのレッドソックスとバスケットボールチームのセルティックスの大ファンです。

　趣味は書道とアメリカ式のバーベキューをすることですが、一番好きな趣味は、旅行や冒険をすることです。運がよければ、私が島のいたるところで冒険をする様子が見られると思います。その時は、気軽に声を掛けてください。
　喜界島に来てまだ短いのですが、喜界の人達が私にとても親切に接してくれて、心の底から感動しました。　私は今、「喜界島」に心を奪われています。
　最後になりましたが、みなさんに「世界はどんどん身近になっている」と伝えたいです。世界が変わるにつれて互いに広い心を持つことは、ますます大事なことになっています。皆さんと知り合いになって、喜界島で一緒に楽しみたいと思います。

どうぞよろしくお願いいたします。
Winwit Li, new Kikai ALT 

喜界の皆さんへ

　三年前に僕は初めてこの島に着きました。あの時、

僕はあまり日本語分からなかったし、島の生活につい

て何も知らなかった。でも喜界の皆さんのおかげで、

この三年間はすごい経験がいっぱいできました。色々

お世話になりました。今まで送った人生の中で、本当

に最高でした。青い海の中で潜ることから、温かい島

唄の練習まで、喜界は永遠に心の中に残ります。アメ

リカに帰ることになったけど、この島のことは一生忘れ

ません。

またいつか遊びに来るね。

All the best,

Adam Golder, Kikai ALT 2009 - 2012

Adam Golderアダム
・ゴル

ダー

Winwit Li
ウィンウィット・李

教育長室で引き継ぎをするアダムさんと李さん
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消防職員による救命処置や AED
の使い方などの指導

教
育
委
員
会
の
と
び
ら

平
成
24
年
度
喜
界
町
リ
ー
ダ
ー
育
成

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

　

町
教
育
委
員
会
と
町
子
ど
も
会
育

成
連
絡
協
議
会
が
主
催
し
、
夏
休
み

恒
例
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
サ
マ
ー
キ
ャ
ン

プ
を
８
月
８
日
〜
10
日
に
か
け
て
実

施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
25
名
の
島
内
の
児
童
生
徒

が
参
加
し
、
寝
食
を
共
に
し
な
が
ら

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資
質
を
高
め
ま

し
た
。

　

こ
の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
は
、「
ふ
る

さ
と
と
自
ら
に
誇
り
を
持
つ
教
育
」

を
図
り
、「
や
る
気
に
満
ち
た
人
材
の

育
成
」「
21
世
紀
を
た
く
ま
し
く
生
き

る
子
ど
も
の
育
成
」
を
町
教
育
委
員

「
島
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
実
施
!

会
で
推
進
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
喜

界
島
に
関
す
る
講
義
や
講
話
（
喜
界

島
の
農
業
と
財
政
や
歴
史
や
文
化
）、

自
然
や
文
化
を
活
用
し
た
様
々
な
メ

ニ
ュ
ー
（
遺
跡
・
史
跡
等
に
ま
つ
わ
る

問
題
を
解
き
な
が
ら
、
あ
ら
か
じ
め

に
主
催
者
が
設
定
し
た
時
間
通
り
に

巡
る
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
や
島
に
あ
る

材
料
を
使
っ
て
創
作
す
る
ク
ラ
フ
ト
）

を
取
り
入
れ
て
お
り
ま
す
。

　

期
間
中
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
子
ど

も
た
ち
は
最
終
日
ま
で
喜
界
島
を
満

喫
し
、
思
い
出
に
残
る
夏
に
な
っ
た
よ

う
で
す
。

〈
参
加
者
の
感
想
文
〉

喜
界
中
学
校
３
年　

盛　

賢
喜

　

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
い
ろ
ん
な

事
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
体
験
す
る

こ
と
が
で
き
、
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
、

と
て
も
良
い
企
画
だ
な
と
思
い
ま
し

た
。

　

僕
は
、
特
に
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
が

楽
し
か
っ
た
で
す
。
班
の
メ
ン
バ
ー
と

力
を
合
わ
せ
、
い
ろ
ん
な
場
所
に
地

図
一
つ
で
冒
険
し
た
の
で
と
て
も
疲
れ

ま
し
た
が
、
喜
界
島
の
歴
史
な
ど
に

た
く
さ
ん
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
、
い
ろ
ん
な
た
め
に

な
る
企
画
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、

何
よ
り
友
達
が
た
く
さ
ん
増
え
た
の

が
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
中
学
校
が
一

つ
に
、
小
学
校
が
二
つ
に
な
り
、
中

学
生
は
小
学
生
と
の
交
流
が
あ
ま
り

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
の
サ
マ
ー

キ
ャ
ン
プ
で
は
、
た
く
さ
ん
の
小
学
生

と
仲
良
く
な
り
、
本
当
に
良
い
体
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
、
体
験
し
た
た
く
さ
ん
の
知

識
を
活
用
し
て
、
リ
ー
ダ
ー
的
存
在

で
あ
り
た
い
で
す
。
リ
ー
ダ
ー
だ
か

ら
と
い
っ
て
一
方
的
な
言
動
は
控
え
、

相
手
の
意
見
を
尊
重
し
つ
つ
、
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
の
考
え
も
上
手
く
織
り

交
ぜ
な
が
ら
良
い
組
織
を
築
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
，
こ
れ
か
ら
の

喜
界
島
を
支
え
る
べ
く
、
学
ん
だ
こ

と
を
生
か
し
、
い
ろ
ん
な
事
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
行
き
た
い
で
す
。
３
日
間
、

本
当
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
50
回
記
念
町
民
体
育
祭

　

来
る
10
月
７
日
に
本
町
で
最
大
の

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
町
民
体

育
祭
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
第
50
回
を
記
念
し
「
絆
」

を
テ
ー
マ
に
、
多
く
の
町
民
が
参
加

で
き
る
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
多
く

取
り
入
れ
ま
し
た
。

　

多
く
の
町
民
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

記
念
大
会
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

「
絆
」
を
テ
ー
マ
に
町
民
が
一
体

と
な
る
記
念
大
会
に
!

11　Kikai Public Relations 2012.9



す
こ
や
か
ニ
ュ
ー
ス

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
（
☎
65
ー
3
5
2
2
）

歯みがき後！！きれい！！ 歯みがき前、汚れがめだちます

３歳検診で虫歯ゼロだったよ！３歳検診で虫歯ゼロだったよ！

生田　光陽くん

い
つ
ま
で
も
お
い
し
く
、

楽
し
く
安
全
な
食
生
活
を

目
指
し
て

　

自
分
の
口
の
中
を
鏡
で
確
認
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　

左
は
、
歯
み
が
き
前
後
の
写
真
で
す
。

食
後
、
歯
を
て
い
ね
い
に
磨
く
と
、
細

菌
の
繁
殖
を
抑
え
、
口
の
中
を
清
潔
に

保
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

食
後
の
歯
み
が
き
大
切
で
す
ね
。

 

　

口
の
中
の
細
菌
は
、
虫
歯
や
歯
周
病

の
ほ
か
、
肺
炎
の
一
因
に
も
な
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
全
身
の
血
管
障
害
を
引
き

起
こ
し
、
心
臓
病
や
脳
梗
塞
の
原
因
に

な
って
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
高
齢
の
方
は
、
噛
ん
だ
り
飲
み
込

ん
だ
り
す
る
力
も
衰
え
、
栄
養
不
足
、

体
力
低
下
な
ど
で
、
寝
た
き
り
の
一
因

に
も
な
り
ま
す
。

　

高
齢
の
方
を
対
象
に
、健
口
歯
ッ
ピ
ー

教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

歯
周
病
と
全
身
の
関
わ
り
、
噛
む
こ

と
の
大
切
さ
、
唾
液
の
働
き
、「
噛
む
・

飲
み
込
む
・
会
話
・
笑
顔
」
な
ど
の
口

腔
機
能
の
低
下
を
防
ぐ
体
操
、
効
果

的
な
歯
磨
き
、
義
歯
の
手
入
れ
な
ど
に

つ
い
て
実
習
を
交
え
て
、学
習
し
ま
し
た
。

「
も
っ
と
早
く
に
、
歯
の
健
康
に
取
り
組

む
べ
き
だ
っ
た
」
は
、
皆
さ
ん
の
感
想
・

反
省
で
す
。

◎
歯
み
が
き
は
毎
食
後
丁
寧
に

◎
歯
科
で
指
導
を
受
け
て
、
歯
間
ブ
ラ

シ
な
ど
も
活
用
す
る

◎
入
れ
歯
は
、
専
用
の
ブ
ラ
シ
で
洗
っ
た

後
に
、
消
毒
剤
に
つ
け
る
。（
歯
磨
剤
は

つ
け
な
い
）

◎
定
期
的
に
歯
科
を
受
診
し
、
歯
み
が

き
の
指
導
や
、
歯
石
除
去
を
受
け
る

歯
が
な
く
て 

負
け
な
く
な
っ
た

に
ら
め
っ
こ 　
　

（
介
護
川
柳
）

を
知
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
？

　

月
一
回
開
催
し
て
い
る
「
い
き
い

き
体
操
教
室
」
も
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
先
生

の
指
導
に
よ
る
ス
ト
レ
ッ
チ
、
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
最
近
は
エ
ア
ロ
ビ
ク

ス
も
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
楽
し
く

て
心
も
体
も
ス
ッ
キ
リ
で
す
よ
☆

★
高
血
圧
予
防
教
室
開
催

　

喜
界
町
の
医
療
費
№
１
は
高
血
圧

で
す
。

　

町
で
は
、
食
生
活
改
善
推
進
員
の

皆
さ
ん
を
中
心
に
、「
高
血
圧
予
防

教
室
」
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
詳

細
が
決
ま
り
次
第
ま
た
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

　

ま
た
、
運
動
・
食
事
・
禁
煙
等
普

及
運
動
の
た
め
の
ポ
ス
タ
ー
を
空
港
、

ス
ー
パ
ー
、
中
央
公
民
館
、
役
場
に

掲
示
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
下
さ

い
。

　

9
月
24
日
〜
30
日
は
結
核
予
防
週

間
で
す
。
結
核
は
、
昔
の
病
気
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
今
で
も
全
国
で
、
一

日
に
64
人
が
発
病
し
、
6
人
が
死
亡

し
て
い
る
重
大
な
感
染
症
で
す
。

　

発
見
が
遅
れ
る
と
、
知
ら
ず
に
周

囲
に
感
染
を
広
げ
、
若
者
な
ど
の
集

団
感
染
も
起
き
て
い
ま
す
。
感
染
し

て
も
症
状
が
出
ず
に
経
過
し
、
免
疫

力
が
低
下
し
た
時
に
発
病
す
る
こ
と

も
高
齢
者
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
早

期
発
見
で
、
適
切
な
治
療
を
受
け
る

と
治
癒
し
ま
す
。

結
核
検
診
の
お
知
ら
せ

対
象
：
65
歳
以
上
の
町
民
の
方
で

今
年
度
、
肺
が
ん
検
診
を
受
け
て
い

な
い
方
（
個
別
に
通
知
あ
り
）

期
間
：
9
月
19
日
〜
21
日

場
所
：
各
集
落
公
民
館
等

★
９
月
は
「
健
康
増
進
普
及
月
間
及

び
食
生
活
改
善
普
及
運
動
」
の
強
化

月
間
で
す

　

全
国
で
、
生
活
改
善
や
健
康
づ
く

り
を
応
援
・
支
援
す
る
運
動
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
、
が
ん
、
心

臓
病
、
脳
卒
中
等
に
代
表
さ
れ
る
生

活
習
慣
病
は
、
日
常
生
活
の
あ
り
方

と
深
く
関
連
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

運
動
習
慣
の
定
着
や
食
生
活
の
改
善

と
い
っ
た
生
活
習
慣
の
確
立
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

★
近
年
急
増
、
糖
尿
病
に
要
注
意
！  

　

日
本
人
は
欧
米
人
に
比
べ
、
少
し

の
肥
満
が
糖
尿
病
の
発
症
に
つ
な
が

り
ま
す
。
特
に
、体
重
は
標
準
内
（
Ｂ

Ｍ
Ｉ
25
以
下
）な
の
に
お
腹
だ
け
ポ
ッ

コ
リ
…
と
い
う
方
は
要
注
意
で
す
。

内
臓
脂
肪
が
増
え
て
い
る
サ
イ
ン
で

す
。
運
動
や
身
体
活
動
を
増
や
す
こ

と
で
、
体
重
は
減
ら
な
く
て
も
内
臓

脂
肪
減
少
に
つ
な
が
り
ま
す
。
脂
肪

燃
焼
に
は
有
酸
素
運
動
（
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
等
）
が
有
効
で
す
。
目
指
す
は

一
日
一
万
歩
。
ま
ず
は
普
段
の
歩
数

①
に
運
動  

②
に
食
事

　

し
っ
か
り
禁
煙　

　
　

最
後
に
ク
ス
リ

〜
健
康
寿
命
を

　
　
　
　

の
ば
そ
う
〜

「
体
が
だ
る
い
？
」「
咳
が

長
引
い
て
る
？
」

そ
れ
っ
て 

結
核 

か
も

こ
ん
な
時
は
、
早
め
に
病
院
へ

・
咳
や
痰
が
2
週
間
続
く

・
体
が
だ
る
い

・
急
に
体
重
が
減
る

12



締結式の様子

奄奄美海運株式会社

寄港地：喜界（喜界島）～名瀬（奄美大島奄美市）～古仁屋（奄美大島瀬戸内町）～平土野（徳之島天城町）～知名（沖永良部島知名町）

着 着 着 着 着 着 着 着

発 発 発 発 発 発 発 発

着 着 着 着 着 着 着

発 発 発 発 発 発 発

着 着 着 着 着 着 着 着

発 発 発 発 発 発 発 発

着 着 着 着 着 着 着

発 発 発 発 発 発 発

着 着 着 着 着 着 着

発 発 発 発 発 発 発

名　瀬 古仁屋 喜　界 鹿児島

　　鹿児島～喜界～知名航路の運航時刻を平成２４年１０月１日鹿児島発の便より下記の通り改正致します。

ご確認の上お間違えの無いようご利用ください。

月
曜
日

フェリーあまみ

下　　　り 上　　　り

鹿児島 喜　界 平土野 知　名 平土野 名　瀬
翌日（火） 翌々日（水）

知　　名　　便 17:30 発
04:40 07:20 10:10 12:50 15:20

着
05:10 07:50 10:30 13:10 15:40

17:50 21:35 23:50
11:30

火
曜
日

フェリーきかい

下　　　り 上　　　り

鹿児島 喜　界 名　瀬 喜　界 鹿児島

18:05 21:50 00:10

古仁屋 平土野 古仁屋 名　瀬
翌日（水） 翌々日（木）

平　土　野　便 17:30 発
05:30 08:10 11:00 13:50 16:40 19:20 21:50

10:30 着
19:40

水
曜
日

フェリーあまみ

下　　　り 上　　　り

鹿児島 喜　界 名　瀬 古仁屋 平土野 鹿児島
翌日（木） 翌々日（金）

22:1006:00 08:40 11:20 14:10 17:00

知　名 平土野 名　瀬 喜　界

11:30知　　名　　便 17:30 発
04:40 07:20 10:10 15:20 17:50 21:35 23:50

着
05:10 07:50 10:30 13:10 15:40 18:05 21:50 00:10

12:50

上　　　り

鹿児島 喜　界 名　瀬 古仁屋 平土野 古仁屋

08:10

木
曜
日

フェリーきかい

下　　　り

平　土　野　便 17:30 発
05:30

名　瀬 喜　界 鹿児島
翌日（金） 翌々日（土）

16:40 19:20 21:50
10:30 着

06:00 08:40 11:20 14:10 17:00 19:40 22:10
11:00 13:50

上　　　り

鹿児島 喜　界 名　瀬 古仁屋 平土野 古仁屋

07:20

金
曜
日

フェリーあまみ

下　　　り

平　土　野　便 17:30 発
04:40

名　瀬 喜　界 鹿児島
翌日（土） 翌々日（日）

15:30 18:10 20:40
08:30 着

05:10 07:50 10:30 13:10 15:50 18:30 21:10
10:10 12:50

奄美海運株式会社

寄港地：喜界（喜界島）～名瀬（奄美大島奄美市）～古仁屋（奄美大島瀬戸内町）～平土野（徳之島天城町）～知名（沖永良部島知名町）

着 着 着 着 着 着 着 着

発 発 発 発 発 発 発 発

着 着 着 着 着 着 着

発 発 発 発 発 発 発

着 着 着 着 着 着 着 着

発 発 発 発 発 発 発 発

着 着 着 着 着 着 着

発 発 発 発 発 発 発

着 着 着 着 着 着 着

発 発 発 発 発 発 発

名　瀬 古仁屋 喜　界 鹿児島

平成２４年１０月１日

月
曜
日

フェリーあまみ

下　　　り 上　　　り

鹿児島 喜　界 平土野 知　名 平土野 名　瀬
翌日（火） 翌々日（水）

知　　名　　便 17:30 発
04:40 07:20 10:10 12:50 15:20

着
05:10 07:50 10:30 13:10 15:40

17:50 21:35 23:50
11:30

火
曜
日

フェリーきかい

下　　　り 上　　　り

鹿児島 喜　界 名　瀬 喜　界 鹿児島

18:05 21:50 00:10

古仁屋 平土野 古仁屋 名　瀬
翌日（水） 翌々日（木）

平　土　野　便 17:30 発
05:30 08:10 11:00 13:50 16:40 19:20 21:50

10:30 着
19:40

水
曜
日

フェリーあまみ

下　　　り 上　　　り

鹿児島 喜　界 名　瀬 古仁屋 平土野 鹿児島
翌日（木） 翌々日（金）

22:1006:00 08:40 11:20 14:10 17:00

知　名 平土野 名　瀬 喜　界

11:30知　　名　　便 17:30 発
04:40 07:20 10:10 15:20 17:50 21:35 23:50

着
05:10 07:50 10:30 13:10 15:40 18:05 21:50 00:10

12:50

上　　　り

鹿児島 喜　界 名　瀬 古仁屋 平土野 古仁屋

08:10

木
曜
日

フェリーきかい

下　　　り

平　土　野　便 17:30 発
05:30

名　瀬 喜　界 鹿児島
翌日（金） 翌々日（土）

16:40 19:20 21:50
10:30 着

06:00 08:40 11:20 14:10 17:00 19:40 22:10
11:00 13:50

上　　　り

鹿児島 喜　界 名　瀬 古仁屋 平土野 古仁屋

07:20

金
曜
日

フェリーあまみ

下　　　り

平　土　野　便 17:30 発
04:40

名　瀬 喜　界 鹿児島
翌日（土） 翌々日（日）

15:30 18:10 20:40
08:30 着

05:10 07:50 10:30 13:10 15:50 18:30 21:10
10:10 12:50

行政相談週間
10月15日（月）～21日（日）

　喜界町では、行政相談委員（園田　直樹さん）が、
国の行政などについて、自宅や電話で相談に応じてい
ます。
　この度、行政相談週間行事の一環として、次のとおり、
行政相談所を開設しますので、お気軽にご相談くださ
い。相談は無料で秘密は守られます。
　※開設日以外でも自宅や電話で相談に応じています

日　　　　時：平成 24年 10月20日（土）
　　　　　　　午後１時 30分～５時
場　　　　所：役場研修室
行政相談委員：園田　直樹さん
住　　　　所：喜界町赤連２４００番地
電　　　　話：０９９７－６５－３６６３

　「喜界島における大規模な災害時の応援に関する協
定」締結式が８月16日、役場町長室で行われた。
　この協定は災害対策基本法に基づき、喜界島で大規
模な災害（豪雨、津波など社会的な影響が大きい重大
なもの）が発生した際に、国土交通省九州地方整備局
支援もと迅速な処置をとることを目的としたもの。　　
　締結式で同局長は「九州 ･南西諸島は自然災害の発
生率が高く、多くの人命が失われている。今回の締結に
より、災害発生時には資機材や職員の派遣が可能とな
り、地域住民の安全・安心の確保できる」と挨拶した。

行政について困っていることや
分からないことを行政相談委員に

相談してみませんか。

～災害応援締結式～

13　Kikai Public Relations 2012.9



平成24年９月23日（日）は、
町長及び町議会議員選挙の投票日です。

（午前７時から午後６時まで）

○仕事や旅行、病気などで、当日に投票所に行けない方は、

　期日前投票ができます。

　※投票所は、従来通りの会場です。

第１投票所 喜界小学校　　　体育館

第２投票所 旧荒木小学校　　体育館

第３投票所 あゆみ幼稚園　　体育館

第４投票所 旧滝川小学校　　体育館

第５投票所 旧坂嶺小学校　　体育館

第６投票所 旧早町小学校　　体育館

第７投票所 旧阿伝小学校　　体育館

第８投票所 のぞみ幼稚園　　体育館

第９投票所 旧小野津小学校　体育館期　日：９月19日（告示日の翌日）
　　　　　～ 22日（投票日の前日）
時　間：午前８時30分～午後８時
場　所：役場トレーニング室
　　　　（役場正面玄関より一番奥の右）

「ルールを守って明るい選挙」
喜界町選挙管理委員会　喜界町明るい選挙推進協議会

　太陽に向かって咲くひまわり。これは大朝戸
集落付近の畑で撮影した風景。近くを車で通る
と、緑のサトウキビ畑の中に突如現れる向日葵
畑は盛夏を感じさせる。
　ひまわりはキク科の一年草。日回りと表記され
ることもあり、ニチリンソウ（日輪草）と呼ばれ
ることもある。種実を食用や油糧とするため、あ
るいは花を花卉として観賞するために広く栽培さ
れる。畑に植えて緑肥として使用することもある。
花言葉はあこがれ、熱愛など。

～ひまわり～今月の花

毎月５日をエコライフデーとし、電気・水・燃料などの省エネ活動やエコドライブに取り組んでいます。

「毎月５日はエコライフデー！」地球環境を守るかごしま県民運動推進会議９月の取組

司法書士・土地家屋調査士・税理士
による無料法律・登記・税務相談所開設

　鹿児島県司法書士会、鹿児島県土地家屋調査士会及び南九州
税理士会鹿児島県連合では、10月１日「法の日」にちなんだ記念
事業として次のとおり無料法律・登記・税務相談所を開設いたします。

【日　時】平成24年10月13日（土）午後１時～５時まで　
【場　所】喜界町中央公民館
　　受け付けるご相談は…
①土地建物の登記に関する事項
②土地の地積・分筆、測量、境界に関する事項
③会社の登記に関する事項
④所得税、贈与税、相続税、その他税務一般に関する事項
⑤遺言等
⑥成年後見手続き
⑦裁判手続きや裁判所に提出する書類の相談等
⑧消費者金融問題、架空請求問題
⑨供託に関する事項
などですが、さまざまなご相談に対応いたしますので、ぜひお気軽
にご利用ください。本相談事業について、ご不明な点等がございま
したら下記までお問い合わせください。

鹿児島県司法書士会　　　　　電話　099-256-0335
鹿児島県土地家屋調査士会　　電話　099-257-2833
南九州税理士会鹿児島県連合　電話　099-225-6148

①冷房の設定温度は 28度にします
②テレビの視聴時間を一日30分減らします
③長時間使用しない時は、主電源を切ったり、コンセントを抜いて
　待機電力を減らします

環境にやさしい住まい方（省エネ）
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○
抹
消
登
録
：
自
動
車
を
使
用
し

な
く
な
っ
た
と
き
。

○
変
更
登
録
：
住
所
・
氏
名
が
変

わ
っ
た
と
き
。

  

登
録
が
済
ん
で
い
な
け
れ
ば
、

い
つ
ま
で
も
元
の
所
有
者
ま
た
は

使
用
者
に
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
手
続
き
が
ま
だ
お

済
み
で
な
い
方
は
、
早
め
に
必
要

な
手
続
き
を
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

自
動
車
の
登
録
手
続
に
つ
い
て
は

大
島
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

℡

0
5
0
―
5
5
4
0
―

2
0
9
0

自
動
車
税
に
つ
い
て
は

鹿
児
島
地
域
振
興
局
自
動
車
税
課

℡
0
9
9
―
2
6
1
―
5
6
1
1

最
寄
り
の
地
域
振
興
局
・
支
庁
県

税
課

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
大
隅
地

域
で
九
州
新
幹
線
と
バ
ス
を
活
用

し
た
婚
活
ツ
ア
ー
「
新
幹
線
＆
婚

活
i
n
お
お
す
み
」
を
実
施
し

ま
す
。

○
コ
ー
ス

  

流
鏑
馬
祭
り
満
喫
コ
ー
ス
（
10

月
20
日
発
：
申
込
期
限
10
月
５
日
）

○
参
加
資
格
：
20
歳
以
上
の
真
剣

に
結
婚
を
考
え
て
い
る
独
身
男
女

○
参
加
費
用
：
五
千
円
（
九
州
新

幹
線
利
用
者
は
乗
車
料
金
を
一
部

助
成
）

○
条
件
：
県
外
ま
た
は
県
内
新
幹

線
沿
線
市
町
に
お
住
ま
い
の
方

  

震
災
、
火
災
、
風
水
害
な
ど
の

災
害
に
よ
っ
て
住
宅
な
ど
の
財
産

に
損
害
を
受
け
た
場
合
に
は
、
損

害
の
程
度
に
応
じ
て
、
県
税
の

「
減
額
・
免
除
」「
納
期
限
の
延
長
」

な
ど
の
措
置
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

○
対
象
と
な
る
県
税

　

・
個
人
県
民
税
・
個
人
事
業
税

　

・
自
動
車
税
・
不
動
産
取
得
税

　

・
産
業
廃
棄
物
税

○
措
置
を
受
け
る
に
は
、

　

・ 

一
定
の
要
件
に
当
て
は
ま
る

こ
と

　

・ 

申
請
書
な
ど
の
提
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

※ 

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
地
域
振

興
局
・
支
庁
県
税
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
県
大
島
支
庁
県
税
課

℡
0
9
9
7
―
57
―
7
2
2
9

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
4
月
1
日

現
在
で
運
輸
支
局
に
登
録
さ
れ
て

い
る
自
動
車
の
所
有
者
ま
た
は
使

用
者
に
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
で

す
。
自
動
車
を
下
取
り
に
出
し
た

り
、
廃
車
し
た
場
合
に
は
登
録
手

続
き
が
必
要
で
す
。

○
移
転
登
録
：
自
動
車
を
下
取
り

に
出
し
た
り
、
他
人
に
譲
っ
た
と

き
。
他
人
の
自
動
車
を
買
っ
た
と

き
。

は
、
鹿
児
島
中
央
駅
ま
で
新
幹
線

を
利
用
す
る
こ
と
。

○
申
し
込
み
先

J
T
B
九
州
鹿
児
島
支
店

℡
0
9
9
―
2
2
6
―
1
5
1
5

FAX　
0
9
9
―
2
2
4
―
4
4
5
6

※
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

県
青
少
年
男
女
共
同
参
画
課

℡
0
9
9
―
2
8
6
―
2
7
7
8

FAX　
0
9
9
―
2
8
6
―
5
5
4
1

E
-m
eil:s-syo

sh
ik
a@
p
ref.

kagoshim
a.lg.jp

　

秋
の
夜
空
に
見
ら
れ
る
み
ず
が

め
座
や
ペ
ガ
ス
ス
座
な
ど
の
星
座

を
紹
介
し
ま
す
。
星
物
語
で
は
、

阿
久
根
地
方
に
伝
わ
る
昔
話
か
ら

「
山
伏
月
」
を
紹
介
し
ま
す
。

○
期
間

　

９
月
８
日
（
土
）
〜
11
月
25
日

（
日
）

○
時
間

　

１
回
目　

午
前
11
時
〜

　

２
回
目　

午
後
１
時
30
分
〜

　

３
回
目　

午
後
３
時
〜　

　
　
　
　
　
（
各
約
30
分
）

○
場
所

　

宝
山
ホ
ー
ル
（
県
文
化
セ
ン
タ

ー
）
４
階
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム    

○
料
金
：
小
・
中
学
生
（
個
人
：

１
１
０
円
、
団
体
：
80
円
）

高
校
生
以
上
（
個
人
：
２
０
０
円
、

団
体
：
１
７
０
円
）

た
だ
し
、
毎
週
土
曜
日
は
高
校
生

暮らしの情報 インフォメーション

以
下
は
無
料

▽
問
い
合
わ
せ
先　

県
立
博
物
館

℡
0
9
9
―
2
2
3
―
6
0
5
0

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
日
本
の
伝
統

芸
能
で
あ
る
歌
舞
伎
を
ご
堪
能
く

だ
さ
い
。

○
日
時
：
11
月
16
日
（
金
）

昼
の
部　

午
後
１
時
30
分
開
演

夜
の
部　

午
後
６
時
30
分
開
演

○
場
所
：
宝
山
ホ
ー
ル

○
入
場
料
金
：
S
席
六
千
円

Ａ
席
四
千
円
※
学
生
は
学
生
証
提

示
で
Ａ
席
二
千
円
。
た
だ
し
、
宝

山
ホ
ー
ル
で
の
み
の
取
り
扱
い
で

す
。
※
当
日
各
五
百
円
増
、
未
就

学
児
入
場
不
可

○
演
目
：
御
所
桜
堀
川
夜
討　

弁
慶
上
使　

ほ
か

○
出
演
者
：
中
村
橋
之
助
、
片

岡
孝
太
郎　

ほ
か

▽
問
い
合
わ
せ
先

宝
山
ホ
ー
ル

℡
0
9
9
―
2
2
3
―
4
2
2
1

FAX　
0
9
9
―
2
2
3
―
2
5
0
3

E-m
eil:info@

houzanhall.com
http://w

w
w
.houzanhall.com

　

防
空
壕
の
中
は
、
一
酸
化
炭
素

中
毒
に
な
る
な
ど
の
危
険
が
あ
り

ま
す
。
現
地
調
査
や
聞
き
取
り
調

査
等
を
行
い
、
危
険
と
判
明
し
た

防
空
壕
に
つ
い
て
は
、
安
全
対
策

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
確

認
さ
れ
て
い
な
い
箇
所
が
あ
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

防
空
壕
が
子
ど
も
た
ち
の
遊
び

場
に
な
ら
な
い
よ
う
地
域
で
見
守

り
、
気
付
い
た
と
き
は
注
意
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
く

だ
さ
い
。
お
近
く
に
危
険
な
防
空

壕
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
役
場
建
設

課
ま
で
情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま

す
。

　就業構造基本調査から得られるデータは、国や都道府県が実施する雇用政策
及び経済政策などの企画・立案する上で重要な指標として利用されます。
　調査の対象は、我が国の全世帯のうちから統計的手法により選定した約 47万
世帯に、ふだん住んでいる 15歳以上の世帯員約１００万人です。
　統計調査員が調査世帯へ調査票の記入のお願いに伺った際には、調査票への
ご記入をお願いします。

災
害
を
受
け
た
方
に
対
す
る
県

税
の
減
免
な
ど
が
あ
り
ま
す

自
動
車
の
移
転
登
録
・
抹
消
登

録
の
手
続
き
は
確
実
に
！

「
新
幹
線
＆
婚
活
in
お
お
す
み
」

参
加
申
し
込
み
受
け
付
け
中
！

県
立
博
物
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム「
夢

と
ロ
マ
ン
の
星
空
散
歩
･
秋
編
」

「
松
竹
大
歌
舞
伎
」
公
演
を
実

施
し
ま
す

防
空
壕
に
ご
注
意
を

　
　
　
（
情
報
提
供
の
お
願
い
）

総務省統計局（鹿児島県・喜界町）では、
10月 1日現在で就業構造基本調査を実施します。
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局
休
日
相
談
所
」
を
開
設
い
た
し
ま

す
。
な
お
、
相
談
は
無
料
で
、
法
務
局

職
員
及
び
公
証
人
が
担
当
し
、
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時
：
平
成
24
年
９
月
23
日
（
日
）

■
時
間
：
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
迄

（
※
受
付
は
午
後
３
時
30
分
迄
）

■
場
所
：
鹿
児
島
地
方
法
務
局
奄
美

支
局　

奄
美
市
名
瀬
入
舟
町
23
番
１

号■
相
談
内
容
：
土
地
や
建
物
の
登
記

（
売
買
、相
続
な
ど
）、会
社
の
登
記
（
設

立
、
役
員
変
更
な
ど
）、
戸
籍
・
国
籍

（
養
子
縁
組
、
国
籍
取
得
な
ど
）、
供
託

（
地
代
、
家
賃
な
ど
）、
人
権
（
い
じ
め
、

Ｄ
Ｖ
な
ど
）

▽
お
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
地
方
法
務
局
奄
美
支
局
総
務

係℡
０
９
９
７
―
５
２
―
０
３
７
６

　

当
校
で
は
、
平
成
25
年
度
の
一
般
入

校
者
を
募
集
し
ま
す
。

○
募
集
科
名

　

電
気
設
備
科　

　

定
員
20
名　

訓
練
期
間
２
年

　
（
定
員
は
、
推
薦
入
校
者
と
一
般
入

校
者
の
合
計
人
数
で
す
）

○
応
募
資
格

　

高
等
学
校
卒
業
者
（
卒
業
見
込
み

者
を
含
む
）
も
し
く
は
同
等
以
上
の
学

力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

○
願
書
受
付

　

平
成
24
年
10
月
１
日
（
月
）
〜

　

平
成
24
年
10
月
19
日
（
金
）

○
試
験
日

　

平
成
24
年
11
月
５
日
（
月
）

○
試
験
科
目

　

筆
記
試
験
（
現
代
文
・
数
学
Ⅰ
）

県
立
鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校
平

成
25
年
度
入
校
社
募
集

富　豊西さん
（大正13年生・87歳・上嘉鉄）

　詩吟、書道、手芸など、多趣味で忙しい毎日を送
る豊西さん。現在でも日々体の鍛錬は怠らず、腕立
て伏せも見せてくれました。極寒のシベリアでの抑
留生活を３年余り経験した豊西さんは、今でも忍耐、
根性、我慢、辛抱、節約、努力をモットーだそうです。
　長寿の秘訣は「早寝・早起きの規則正しい生活を
心がけること」と語ってくれました。

まだわあさんど

喜
界
島
方
言
調
査
団

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー
　

喜
界
島
の
方
言
を

残
そ
う
⑲

東
京
外
国
語
大
学
大
学
院

青
井
隼
人

　

私
は
、
喜
界
島
よ
り
ず
っ
と
南
に

位
置
す
る
宮
古
諸
島
・
多
良
間
島

の
方
言
を
専
門
に
研
究
し
て
い
ま

す
。
喜
界
島
に
は
、
国
立
国
語
研

究
所
の
調
査
団
の
一
員
と
し
て
2
年

前
に
初
め
て
訪
れ
ま
し
た
。
耳
慣
れ

た
多
良
間
方
言
と
は
全
く
異
質
な

言
葉
の
響
き
に
驚
い
た
こ
と
を
、
今

で
も
鮮
や
か
に
思
い
出
し
ま
す
。

　

私
た
ち
調
査
団
の
目
的
は
喜
界

方
言
の
記
録
と
保
存
で
し
た
。
し

か
し
紙
の
上
に
記
録
す
る
だ
け
で

は
、
実
際
に
話
さ
れ
る
言
葉
と

し
て
方
言
を
残
し
て
い
く
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
次
の
世
代
に
方
言

を
ど
う
や
っ
て
受
け
継
い
で
い
く

か
、
そ
れ
を
島
の
皆
さ
ん
と
い
っ

し
ょ
に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

私
の
調
査
地
で
あ
る
多
良
間
島

で
は
方
言
継
承
の
た
め
の
新
し
い

試
み
が
な
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
方
言
カ
ル
タ
で
す
。

方
言
の
継
承
に
カ
ル
タ
が
ど
の
よ

う
に
役
立
つ
の
で
し
ょ
う
か
？

　

そ
も
そ
も
普
通
の
い
ろ
は
カ
ル

タ
と
方
言
カ
ル
タ
は
一
体
何
が
違

う
の
で
し
ょ
う
か
？

　

方
言
カ
ル
タ
に
は
標
準
日
本
語

に
な
い
特
別
な
仮
名
も
使
わ
れ
ま

す
。
そ
の
点
で
方
言
カ
ル
タ
は
い

ろ
は
カ
ル
タ
と
は
違
い
ま
す
。
喜

界
方
言
の
よ
う
に
、
多
良
間
方
言

に
も
平
仮
名
や
片
仮
名
で
は
書

き
表
せ
な
い
特
殊
な
発
音
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
方
言
特
有
の

発
音
を
子
供
た
ち
に
楽
し
み
な
が

ら
学
ん
で
も
ら
お
う
と
方
言
カ
ル

タ
は
考
案
さ
れ
ま
し
た
。
読
み
札

に
は
島
に
伝
わ
る
格
言
な
ど
が
採

用
さ
れ
る
予
定
で
、
文
化
の
継
承

に
も
一
役
買
い
そ
う
で
す
。
方
言

カ
ル
タ
が
島
の
遊
び
の
ひ
と
つ
と

し
て
定
着
さ
れ
れ
ば
、
子
供
た
ち

も
方
言
を
自
然
に
覚
え
ら
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

及
び
面
接

○
試
験
会
場

　

県
立
鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校

○
合
格
発
表

　

平
成
24
年
11
月
16
日
（
金
）

＊
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
９
月
24
日

（
月
）
及
び
10
月
９
日
（
火
）
の
午
後

１
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
ま
で
行
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
先

　

県
立
鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校

　

鹿
屋
市
川
西
町
３
４
８
２

　

℡
0
9
9
4
―
44
―
8
6
7
4

　

―
平
日
、
仕
事
等
が
多
忙
で
法
務

局
に
於
い
て
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
出

来
な
い
皆
様
へ
―

　

左
記
の
と
お
り
「
全
国
一
斉
！
法
務

無
料
「
全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日

相
談
所
」
の
開
設
に
つ
い
て
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＊＊＊＊＊＊＊おおきくなあれ＊＊＊＊＊＊＊

〈
ミ
ー
ニ
シ
会
〉

気
丈
夫
に
過
ぎ
越
し
は
ず
を
膝ひざ
い
た
み

思
い
に
任
せ
ぬ
身
の
た
ど
き
な
し

林
　
　

蓮
香

サ
ネ
ン
花
長
き
葉
っ
ぱ
の
上
に
咲
き

蝶
や
蜂
来
て
親
し
く
話
す有

村
　

道
子

幾いく
だ
ん
そ
う

断
層
登
り
百
之
台
大
海
原
に

隆
起
し
ゆ
く
島
永と
わ遠
に
栄はえ
あ
れ

弥
島
　

幸
子

〈
萌
葉
会
〉

農
業
の
土
に
ま
み
れ
て
五い
そ
と
せ

十
年
を

経ふ
し
て
腕
か
い
なと
牛
の
し
わ
深
む

豊
島
　
　

瞳

沿
道
の
生
ゴ
ミ
投
棄
許
す
ま
じ

モ
ラ
ル
の
低
さ
島
し
ま
ん
ち
ゅ
人
の
恥平

島
　

初
子

硝がら
す子
戸
に
足あし
か掛
け
羽はね
う打
ち
黒
く
ろ
あ
げ
は

揚
羽

望
む
空
へ
と
終つい
に
飛
び
立
つ德

　

成
寿

暑
き
夏
叔
父
の
訃
報
に
絶
句
せ
し

兄きょ
う
だ
い

姉
弟
集
い
詩
う
た

合
戦
か
な井

澤
紀
美
子

三みと
せ年
目
に
ブ
ー
ゲ
ン
満
開
こ
こ
ろ
と
き

友
へ
感
謝
の
思
ひ
つ
の
ら
む

前
田
喜
代
美

熱ねっ
ぷ
う
風
が
い
つ
ま
で
続
く
夏
な
ご
り

ス
コ
ー
ル
涼
し
庭
草
花
も豊

島
　

文
子

伝
統
の
つ
む
ぎ
奄
美
の
生いの
ち命
な
り

絶
や
し
て
な
ら
じ
祖
々
の
遺
産
を

美
代
　

イ
シ

黄たそ
が
れ
昏
の
涼
風
受
け
て
ウ
オ
キ
ン
グ

沈
み
ゆ
く
夕
陽
牛
を
合
わ
せ
謝
す

安
田
　

初
枝

匂
に
お
い
み
つ満
美
し
き
花
月
華
美
人

何
故
に
宵
咲
く
人
目
を
忍
び

高
田
　

エ
ツ
ミ

喜界町の推計人口
（平成24年 8月1日現在）

世帯数   ・・・・ 3,544戸 （△ 3）

人 口   ・・・・ 7,819 人 （△ 14）

男   ・・・・ 3,793 人 （△ 1）

女   ・・・・ 4,026 人 （△ 13）

（　）は前月比

８
月
号
７
ｐ
の
二
段
目
「
故
思
八
千

代
氏
に
内
閣
総
理
大
臣
よ
り
正
六

位
贈
位
」の
記
事
は
、正
し
く
は
「
故

思
八
千
男
氏
に
内
閣
総
理
大
臣
よ

り
正
六
位
贈
位
」で
す
。

本
文
中
も
同
様
で
す
。

お
詫
び
し
て
、
訂
正
し
ま
す
。

戸
籍
の
窓

住

所

湾

鹿
児
島
市

湾

小

野

津

上

嘉

鉄

比

国

鹿

屋

市

鹿

屋

市

赤

連

赤

連

中

里

西

目

　

氏　

名　

德
留　

祐
一
郎

奥
平　

夏
美

龍
田　

勇
樹

白
川　

里
穂

眞
田　

啓
治

カ
ル
メ
ソ
ナ
ラ
モ
ス
・
メ
イ

加
治
屋　

博
樹

福
元　

明
穂

飯
田　

崇
晃

渡
邉　

朋
江

新
田　

智
文

峰
峯　

園
美

い
つ
ま
で
も
お
幸
せ
に

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

氏　
　

名

直　
　
　

葵
あ
お
い

新
原　

琉る

か禾

里
村　

知ち

さ紗

保
護
者

・
和
喜
・

・
一
樹
・

・
和
之
・

住　

所

羽　

里

手
久
津
久

　

湾　

ご
め
い
福
を
お
祈
り
し
ま
す

氏　
　

名

竹
下　

益
夫

年
齢

57
才

住

所

志
戸
桶

宗
村　

盛
作

桜
井　

一
次

中
島
ミ
サ
ヲ

富
田　

玄
彦

髙
田
貴
美
子

木
口　

文
俊

篠
原
サ
ト
エ

上

督　

博

73
才

94
才

98
才

67
才

69
才

83
才

88
才

90
才

池

治

小
野
津

荒

木

上
嘉
鉄

志
戸
桶

志
戸
桶

島

中

小
野
津

■
香
典
返
し
（
敬
称
略
）

社
協
だ
よ
り

高
橋　

淳
行

栄
沢　

キ
ヨ

前
田　

昭
豊

佐
田　

光
也

桜
井　

元
喜

福
岡　

勇
功

大
阪
市

赤

連

伊
実
久

佐
手
久

高
槻
市

上
嘉
鉄

（
川
嶺
出
身
）

（
小
野
津
出
身
）

　おどりが大好きな３人娘。お兄ちゃんが大好きでいつ

もべったりの末っ子かんき。ケンカもたくさんするけど

笑い声の絶えない我が家の宝物。もうすぐ卒業して島を

離れる長男翔吾。寂しくなるけどたくさん思い出作ろう

ね。（父 浩治・　母 あゆみ）

　良作。あなたの笑顔にとても癒されます。

これからも、大好きなお姉ちゃんやお友達

と仲良く遊んで、元気いっぱい育ってね。パ

パとお母さんを選んでくれて、ありがとう！ 

（父 良史・母 優子）

（
写
真
：
渉
優
子
さ
ん
提
供
）

渉　良
りょうさく

作くん（１歳・中里）

岩崎　翔
しょうご

吾くん（18歳）（後列左）

　　　愛
まなみ

海さん（16歳）（後列中）　未
み く

来さん（13歳）（後列右）

　　　叶
かなう

夢さん（10歳）（前列左）　歓
かんき

輝（８歳）（前列右）（上嘉鉄）
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太
平
洋
戦
争
以
前
、
水
利
施
設
が

完
備
し
て
い
な
か
っ
た
頃
、
干
ば
つ
で

田
畑
は
乾
燥
し
、
作
物
に
も
影
響
し
、

各
家
庭
の
飲
料
水
を
汲
む
井
戸
水
ま

で
も
干
し
上
が
る
時
、
島
民
は
こ
こ
水

天
宮
に
水
と
薪
を
持
っ
て
集
ま
り
、
碑

に
水
を
か
け
碑
前
で
薪
を
燃
や
し
て

神
事
を
行
い
、雨
乞
い
の
祭
り
を
し
た
。

　

早
町
へ
通
ず
る
県
道
の
サ
ン
バ
ル

か
ら
小
野
津
へ
入
る
途
中
の
、
小
野

津
と
志
戸
桶
の
中
間
の
圃
場
の
中
に
、

雑
木
が
わ
ず
か
に
盛
り
上
が
っ
た
場

所
が
あ
り
、
道
路
わ
き
に
鳥
居
が
建
っ

て
い
る
。
鳥
居
か
ら
５
㍍
ほ
ど
奥
ま
っ

た
所
に
12
・
５
平
方
㍍
の
広
さ
で
石

が
３
段
積
ま
れ
、
ご
神
体
が
祀
っ
て
あ

る
。
１
段
目
の
台
座
は
幅
80
㌢
四
方

の
正
方
形
で
高
さ
20
㌢
、
そ
の
上
に

幅
33
㌢
の
正
方
形
で
高
さ
65
㌢
の
石

灰
岩
（
ハ
マ
サ
ン
ゴ
）
を
積
ん
で
あ
る
。

　

正
面
上
部
に
横
書
き
で
「
雨
降
」、

そ
の
下
に
縦
書
き
で
「
水
神
社
」
と

書
か
れ
て
い
る
。

 

神
社
デ
ー
タ

水
天
宮
（
小
野
津
）

シ
マ
の
神
社
を
見
て
あ
る
記　

第
六
回

日 曜 内　　容 場　　所 時　　間

16 日

17 月 図書館休館日

18 火 家畜集団検診

19 水

結核検診
午前：川嶺・池治、
山手集落
午後：中間～神宮

9:00 ～ 16:00

登記相談 研修室 13:00 ～ 16:00

ごま目揃会 JA選果場 13:30 ～

家畜集団検診

20 木

家畜集団検診

結核検診・予防接種(旧
すこやかセンター/2:45
～4:00)

午前：荒木～花良治
午後：蒲生～志戸桶

9:00 ～ 16:00

登記相談 研修室 9:00 ～ 12:00

21 金
ブックスタート（第3回） すこやかセンター 13:30 ～

結核検診 中里・湾・赤連 9:00 ～ 10:10

22 土
お話し会（読み聞かせ・
紙芝居・二の映画）

図書館２階 14:00 ～ 14:45

23 日

24 月
図書館休館日

雇用保険認定 研修室 9:00 ～

25 火
２歳・２歳半歯科検診 旧すこやかセンター 13:15 ～ 13:45

家畜集団検診

26 水 家畜集団検診

27 木

28 金 ７ヵ月健診・1歳半健診 旧すこやかセンター 13:15 ～ 13:45

29 土
お話し会（読み聞かせ・
紙芝居・二の映画）

図書館２階 14:00 ～ 14:45

30 日

日 曜 内　　容 場　　所 時　　間

1 月 図書館休館日

2 火

3 水

4 木 資料整理休館日 図書館

5 金

6 土
お話し会（読み聞かせ・
紙芝居・二の映画）

図書館２階 14:00 ～ 14:45

7 日 第５０回記念町民体育祭 町総合グラウンド 8:20 ～

8 月 図書館休館日

9 火 雇用保険認定 トレーニング室 9:00 ～

10 水 日本丸寄港 8:00 ～ 17:00

11 木 精神デイケア 旧すこやかセンター 10:00 ～ 15:00

12 金 体操教室 役場コミュニティー 19:00 ～ 20:30

13 土

お話し会（読み聞かせ・
紙芝居・二の映画）

図書館２階 14:00 ～ 14:45

体操教室 役場コミュニティー 9:00 ～ 11:30

14 日

15 月 図書館休館日

（平成24年９月16日～10月15日迄）

く ら し の ーカ レ ン ダ

10月10月９月９月

御
祭
神

　

 

天
之
御
中
主
神
（
あ
め
の
み
な
か

ぬ
し
の
か
み
）

　
【
高
天
原
の
最
高
神
】

　

 

平
徳
子
（
建
礼
門
院
、
平
清
盛
の

正
室
）

　

平
時
子
（
二
位
尼
、
平
徳
子
の
娘
）

　

安
徳
天
皇
（
平
徳
子
の
外
孫
）

御
利
益
・
霊
力

　

 「
雨
降
、
水
難
・
災
難
除
け
、
安
産
・

商
売
繁
盛
」

御
神
格

　
「
雨
乞
い
の
神
」

鳥
居

　

神
明
系
（
石
製
）

祭
日

　

旧
暦
６
月
５
日

創
設

　

明
治
７
年
５
月
５
日

参
考
資
料

　

 

喜
界
町
誌
、喜
界
島
の
伝
説
・
昔
話
、

鹿
児
島
県
神
社
庁
Ｈ
Ｐ
、
日
本
の

神
社
・
神
様
に
関
す
る
事
典
等

【
監
修
】
喜
界
島
神
社
研
究
会

　
　
　
　

会
長　

上
園
田　

健

○毎週月曜日は図書館休館日です。
※ 行事は変更になる場合があります。ご了承ください。
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